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1概要

平成26年度公益財団法人下関市水道サービス公社

事業報告書

平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

平成26年度の事業実施状況は次のとおりです。

[公益目的事業]

[公1J水道水の水質の安定に寄与する事業
(1)小規模貯水槽水道の管理指導業務 (単位:箇所)

貯水槽水道
小規模 現地調査 資料配付

直結給水 設備撤去
対象区域

貯水槽水道 対象施設 への切替 等

1，688 1，163 389 341 11 37 
!日市内

(東部・中部・北部)

(2)配水管末水質調査業務 (単位:箇所・件)

残留塩素 放流量

調査測定箇所 112 測定箇所 73 

調査延件数 843 測定延件数 438 

[公2J水道の安定供給の促進及び水道に関する知識の普及・啓発に寄与する事業
(1)宅地内給水装置診断業務 (単位:件)

相談件数 l 現地調査件数 11給水装置からの漏水|給水装置外からの漏水l 異常なし他

2，853 1，934 1，096 576 262 

(2)水道技術講習等業務

ア日 時平成27年 2月26日(木) 13時30分~16時00分

イ場 所 下関市水道技術研修センター(長府浄水場内)

ウ講習内容 ・旧型パルプ操作の扱いについて

-甲型分水栓の閉塞について

-鈴工作業について

エ受講者 ・15名(下関市給水装置工事事業者9名及び下関市上下水道局職員 6名)

(3)水道施設見学、体験業務 (単位:人)

区 分 見学者数 摘 要

大 人 22 高尾浄水場、日和山水道資料室の見学

子 供 88 浄水処理の実験、残留塩素測定の体験
d口k 音十 110 
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[その他の事業]

[他1J市民サービス事業

(1)水道相談業務

相談件数 1料金関係
55 7 7 16 4 

(単位:件)

その他

21 

メータ関係、 |給水装置・修繕関係| 水質関係

ω市役所窓口業務
①窓口での水道料金等取扱件数

項目 | 取扱件数
水道料金等 11 5，657 

(単位:件・円)

取扱金額

50，613，246 

②窓口での関露水取扱件数(単位.件・円)

取扱件数 | 取扱金額
1，349 1 185，720 

[他2J施設等維持管理事業

(1)災害備蓄用水管理業務

①関露水宅配件数(公社事務所での取扱)

配達件数 11 商品金額

30 98，000 

配達料金

主;200

(単位:件・円)

合計金額

102，200 

②関露水取扱数 (単位:本)

種別 取扱数
頒布 配達頒布

業者へ納入
災害備蓄用

(局) I (市窓口) (公社) (総合支所他)

500 mQ 23，549 9，274 1，675 240 12，360 。
2，000血品 12，618 10，446 108 444 。 1，620 

(2)内日貯水池維持管理業務

内田貯水池及び周辺設備の維持管理並びに導水線路(内日~石原間)の巡視等

(3)水道メータ管理業務 (単位.個)

取付数(出庫) 取外数(発生品)

事 故 検定 検定
新設 既設 言十 閉栓 事故 計

試験 不動|破損 満期 満期

1，188 1，130 。 52 10，101 12，677 1，477 258 10，101 11，836 
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2処務事項

(1)役員の人数

評議員 4名

理事 6名(うち理事長1名、専務理事1名を含む。)

監事 2名

(2)役員の異動

[評議員]

干支耳談名 氏 名 就任年月日 f壬 期

評議員 河向英利 平成26年4月1日 ~平成30年度定時評議員会終結の時

評議員 成瀬武夫 平成26年4月1日 ~平成30年度定時評議員会終結の時

評議員 山遺イ圭文 平成26年4月l日 ~平成30年度定時評議員会終結の時

評議員 和崎法子 平成26年4月1日 ~平成30年度定時評議員会終結の時

[理事(1期)) 

役職名 氏 名 就任年月日 イ壬 期

理事長 吉村栄治 平成25年4月1日 ~平成26年5月27日
専務理事

白石則仁 平成25年4月1日 ~平成26年5月27日{事務局長)

理事 岩本玲子 平成25年4月1日 ~平成26年5月27日

理事 芝崎佳人 平成25年4月I日 ~平成26年5月27日

理事 高山 岡リ 平成25年4月1日 ~平成26年5月27日

理事 中島 弘 平成25年4月1日 ~平成26年5月27日

[理事(2期)) 

役職名 氏名 就任年月日 イ壬 期

理事長 吉村栄治 平成26年5月27日 ~平成28年度定時評議員会終結の時
専務理事

白石則仁 平成26年同27日 ~平成28年度定時評議員会終結の時(事務局長)

理事 岩本玲子 平成26年5月27日 ~平成28年度定時評議員会終結の時

理事 芝崎佳人 平成26年5月27日 ~平成28年度定時評議員会終結の時

理事 高山 同1) 平成26年5月27日 ~平成28年度定時評議員会終結の時

理事 中島 弘 平成26年5月27日 ~平成28年度定時評議員会終結の時

[監事]

役職名 氏 名 就任年月日 イ壬 期

監事 磯部雄次 平成25年4月1日 ~平成28年度定時評議員会終結の時

監事 日里子善明 平成25年4月1日 ~平成28年度定時評議員会終結の時

(3)職員の人数

職員 14名(うち嘱託職員2名を含む。)
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(4)評議員会及び理事会の開催

会議名 開催日・場所 議 題 備考

-評議員会運営規則の制定について

-役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程

定時 平成26年 5月27日 について

評議員会 下関市上下水道局 -平成25年度事業報告について 原案可決
4F会議室 -平成25年度決算報告について

-理事の選任にっし、て

-平成26年度事業計画書及び収支予算書の報告

平成26年12月9日 -役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程

臨時 定款第20条及び の一部改正伝ついて
原案可決

評議員会 第36条に基づく -議事録署名人の選定について

決議の省略

会議名 開催日・場所 議 題 備考

-規則等の見直しについて

第1回 下平成関市26上年下4月水3道0局日 -平成25年度事業報告について
原案可決

理事会 4F会議室 -平成25年度決算報告について

-平成26年度定時評議員会にっし、て

臨時
平成26年 5月27日 -理事長及び専務理事の選定について

理事会
下関市上下水道局
4F会議室

平成26年12月9日 -役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程
第2回 定款第20条及び の一部改正について

理臨事時会 第36条に基づく -給与規程の一部改正にっし、て
原案可決

決議の省略 -評議員会による決議の手続き(決議の省略)について

-平成27年度事業計画について

第2回
平成27年 3月 5日 -平成27年度収支予算にっし、て

理事会
下関市上下水道局 -平成27年度資金調達及び設備投資の見込み 原案可決
4F会議室 について

-代表理事及び業務執行理事の職務執行状況の報告

(5)山口県知事への報告・申請・届出

提出年月日 文書番号 内 容

平成26年4月22日 電子申請 -公益法人登記完了屈の提出について

平成26年6月18日 関水公第24号
-平成25年度事業報告書及び決算報告書並びに

平成26年度事業計画書及び収支予算書の提出について

平成27年3月20日 電子申請 -平成27年度事業計画書等の提出について
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金額 摘要

金融機関への定期預貯金50，000，000円
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平成26年度公益財団法人下関市水道サービス公社

決算報告書

平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

1貸借対照表
平成27年3月31日現在

科 目 当年度 前年度

資産の部

l流動資産

現金預金 1，061，140 2，069，194 

流動資産合計 1，061，140 2，069，194 

2固定資産

(1)基本財産

基本財産引当預金 50，000，000 50，000，000 

基本財産合計 50，000，000 50，000，000 

(2)特定資産

什器備品 1，175，863 1，007，117 

車両運搬具 1，373，025 701，647 

特定資産合計 2，548，888 1，708，764 

固定資産合計 52，548，888 51，708，764 

資産合計 53，610，028 53，777，958 

E 負債の部

l流動負債

未払金 1，061，140 2，006，748 

預り金 。 62，446 

流動負債合計 1，061，140 2，069，194 

2固定負債

固定負債合計 。 。
負債合計 1，061，140 2，069，194 

E 正味財産の部

1指定正味財産

受取出資金 50，000，000 50，000，000 

特定資産 2，548，888 1，708，764 

指定正味財産合計 52，548，888 51，708，764 

(うち基本財産への充当額) (50，000，000) (50，000，000) 

(うち特定資産への充当額) (2，548，888) (1，708，764) 

2一般正味財産 。 。
(うち基本財産への充当額) (0) (0) 

(うち特定資産への充当額) (0) (0) 

玉味財産合計 52，548，888 51，708，764 

負債及び正味財産合計 53，610，028 53，777，958 

-5-

(単位円)

増減

ム 1，008，054

ム 1，008，054

。
。

168，746 

671，378 

840，124 

840，124 

ム 167，930

ム945，6081

ム62，446

ム 1，008，054

。l
ム 1，008，054

。
840，124 

840，124 。
840，124 。
。
。

840，124 

ム 167，930



2lE味財産増減計算書

平成26年4月l日から平成27年3月31日まで

科

I一般正味財産増減の部
1.経常増減の部

(1)経常収益

目

基本財産運用益

基本財産受取利息

指定正味財産からの振替額

減価償却費相当額

事業収益

受取補助金等

雑収益

普通預金受取利息

その他雑収益

経常収益計
(2)経常費用

事業費

役員報酬

給料手当

退職給付費用

福利厚生費

旅費交通費

減価償却費

通信運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費
研修費

印刷製本費

燃料費
光熱水料費

委託費

手数料

賃借料

保険料

租税公課

雑費

管理費

役員報酬

給料手当

臨時雇賃金

退職給付費用

福利厚生費

被服費

旅費交通費

減価償却費

通信運搬費

消耗什器備品費
消耗品費
修繕費

6-

当年度

69，500 
69，500 
555，726 
555，726 
19，598，647 
26，574，229 
44，123 
2，223 

主』盟
46，842，225 

44，541，102 
5，264，654 
30，569，038 

0 

5，066，477 
0 

519，840 
205，059 
9，396 
297，108 
288，174 
0 
0 

610，102 
367，773 
24，774 
97，950 
82，387 
366，960 
770，067 
1，343 

2，301，123 
897，756 
455，834 
0 

0 

199，514 
155，033 
58，900 
35，886 
8，001 
82，508 
72，117 
1，581 

前年度

133，838 
133，838 
614，047 
614，047 
19，010，091 
27，940，941 
10，454 
2，154 

生旦2
47，709，371 

44，973，242 
5，070，441 
29，669，931 

1，210，910 
4，875，373 
570 

581，021 
253，599 
258，529 
269，833 
432，720 
0 
0 

725，981 
372，209 
121，772 
133，310 
89，374 
371，4721 
536，197 
0 

2，736，129 
869，774 
466，863 
20，000 
75，140 
225，803 
151，839 

189，904 
33，026 
6，561 
87，709 
7，969 
2.775 

単位(円)

増減

ム64，338
ム64，338
ム58，321
ム58，321
588，556 
ム 1，366，712
33，669 
69 

33，600 
ム867，146

ム432，140
194，213 
899，107 
ム1，210，910
191，104 
6. 570 
ム61，181
ム48，540
ム249，133
27，275 
ム144，546。。
ム115，879
ム4，436
ム96，998
ム35，360
ム6，987
ム4，512
233，870 
1，343 

6. 435，006 
27，982 
ム11，029
ム20，000
ム75，140
ム26，289
3，194 

6. 131，0041 
2，860 
1，440 
ム5，201
64，148 
6. 1.194 



単位(円)

科 目 当年度 前年度 増減

研修費 4，200 63，730 ム59，530
印刷製本費 69，120 65，709 3，411 
燃料費 880 742 138 
光熱水料費 15，850 16，039 ム 189
委託費 113，174 339，330 ム226，156
手数料 7，853 7，623 230 
賃借料 34，343 15，882 18，461 
保険料 1，440 2，308 ム868
諸会費 16，000 16，000 。
租税公課 71，133 71，403 ム270
雑費 。 。 。

経常費用計 46，842，225 47，709，371 ム867，146
評価損益等調整前当期経常増減額 。 。 。
評価損益等計 。 。 。l
当期経常増減額 。 。 。

2.経常外増減の部
(1)経常外収益

減価償却資産除却損相当額 。 4，915 ム4，915
受取補助金等 。 11，156 ム11，156
経常外収益計 。 16，071 ム16，071
(2)経常外費用

減価償却資産除却損 。 4，915 ム4，915
賠償金 。 11，156 ム11，156
経常外費用計 。 16，071 ム16，071
当期経常外増減額 。 。 。
当期一般正味財産増減額 。 。 。
一般正味財産期首残高 。 。 。
一般正味財産期末残高 。 。 。

E指定正味財産増減の部
受取補助金等 1，395，850 343，140 1，052，710 
一般正味財産への振替額 ム555，726 ム618，962 63，236 
当期指定正味財産増減額 840，124 ム275，822 1，115，946 
指定正味財産期首残高 51，708，764 51，984;586 f::， 275，822 
固定資産 51，708，764 51，984，586 ム275，822
基本財産 50，000，000 50，000，000 。
特定資産 1，708，764 1，984，586 ム275，822

指定正味財産期末残高 52，548，888 51，708，764 840，124 
1m正味財産期末残高 52，548，888 fr1， 708， 764 840，124 
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3正味財産増減計算書内訳表

平成26年4月l日から平成27年3月31日まで

計

他1 {也2

縄設等維持
管理事業科 目

基本財産運用益
基本財産受取利息
指定正味財産からの振替額 ~1 ， 1~3 147，532 178，715 
減価償却費相当額 31，183 141，532 178，715 28，1991 312，926 
事業収益 、，

2，716，441 2，716，441 3，969，1971 12，913，009 
受取補助金等 2，139，185 22，102，341 24，241，526 69，689 

∞ 雑収益 。10，000[ 31，900 
普通預金受取利息
その他雑収益

経常収益計
(2)経常費用

事業費

役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費 出 Z，切3[ 2，723，449[ 3，306，132[ 193，790[ 1，566，555 

旅減価費交償通却費費
31，183 147，532 312，926 

通信運搬費 12，502 125，949 138，451 11，233 55，375 
消耗什器備品費 9，396 9，396 
消耗品費 36，876 149，119 83，093 
修繕費 29，210 153，453 182，663 4，542 100，9.69 
研修費 。
印制製本費 。
燃料費 70，215 362，889 433，104 2，525 174，473 
光熱水料費 50，368 236目007 286，375 760 80，638 

15，438 2，455 6，881 
62，212 2，044 33，694 
51，336 8，165 22，886 

共通
法人会計 l内部取引

消去 合計
計
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単位(円)
公益目的事業会計 収益事業等会計

公1 公2 他1 他2

水道水の水 水道の安定 市民サーピ 施設等維持
科 目 質の安定に 供給の促進 ス事業 管理事業 法人会計

内部取引
合計寄与する事 及び水道に 共通 計 共通 計 消去

業 関する知織
の普及・啓

発に品事寄業与す

~ 

租税公課 104，449 27，186 131，635 161，725 476，707 638，432 770，067 
雑費 1，343 1，343 。 1，343 
管理費 2，301，123 2，301，123 
役員報酬 897，756 897，756 
給料手当 455，834 455，834 
臨時雇賃金 。
退職給付費用 。
福利厚生費 199，514 199，514 
被服費

155，033 155，033 
旅費交通費 58，900 58，900 
減価償却費 35，886 35，886 
通信運搬費 8，001 自，001
消耗什器備品費 82，508 82，508 
消耗品費 72，117 72，117 
修繕費 1，581 1，581 
研修費 4，200 4，200 
印刷製本費 69，120 69，120 
燃料費 880 880 
光熱水料費 15，850 15，850 
委託費 113，174 113，174 
手数料 7，853 7，853 
賃借料 34，343 34，343 
保険料 1，440 1，440 
諸会費 16，000 16，000 
組税公課 71，133 71，133 
雑費 。

経常費用計 4.886.809 22.319..373 01 27.206.182 4，077，085 13.257.835 。17.334.920 2.301.123 46.842，225 
評価損益等調整前当期経常増減額 。LS 69;500 69.500 。 。 。 。 。 。 。
評当期価損経益常等増計減額

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。LS 69.500 69，500 。 。 。 。 。 。 。



ト品。

科 目

2.経(1)経常外収益

減価償却資産除却損相当額
受取補助金等
経常外収益計
(2)経常外費用
減価償却資産除却損

経常賠外償費金用計

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

E指定正味財受産取増補減助の金部等

一般正味財産への振替額
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
固定資産
基本財産
特定資産

1m 
指定正味財産期末残高
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4 財務諸表に対する注記

1.重要な会計方針

(1)固定資産の減価償却の方法

固定資産の減価償却方法は、定額法によってしもロ

(2)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によってしも。

2.会計方針の変更

平成25年度から「新公益法人会計基準J(平成20年12月1日;実施)を適用している。

3.基本財産及び特定資産の増減額及び残高

基本財産及び特定資産の増減額及び残高は、次のとおりである。

(単位:円)

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残品

基本財産

定期預金 50，000，000 。 。50，000，000 
小言十 50，000，000 。 。50，000，000 

特定資産

什器備品 1，007，117 490，590 321，844 1，175，863 

車両運搬具 701，647 905，260 233，882 1，373，025 

小計 1，708，764 1.395，850 555，726 2，548，888 

合計 51，708，764 1.395，850 555，726 52，548，888 

4.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位:円)

(うち指定正 味(う財ち産ー般から正
科目 当期末残高 味財産から

(うち負債に

の充当額) の充当額)
対応する額)I 

基本財産

(0)1 定期預金 50，000，000 (50，000，000) (0) 

小計 50，000，000 (50，000，000) (0) (0)1 

特定資産

什器備品 1.175，863 (1，175，863) (0) 

車両運搬具 1.373，025 (1，373，025) (0) (0) 

小計 2，548，888 (2，548，888) (0) 

合計 」主盟主盟lli旦548，888) (0) (0)1 

5.固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位:円)

科目 取得価格
減価償却

当期末残高
累計額

什器備品 1，966，207 790，344 1，175，863 

車両運搬具 4，455，981 3，082，956 1，373，025 

合計 6，422，188 3，873，300 2，548，8881 

11ー



6.檎助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

(単位:円)

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸上借の記対分載照表区 I

補助金

公益事業補助金 下関市上下水道局 。 26，574，229 26，574，229 。

公益事業補助金 下関市上下水道局 。 1，395，850 1，395，850 。指定E味財産|

L 
合計 。 27，970，079 27，970，079 。

7.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位:円)

内容 金額

経常収益への振替額

減価償却費計上による振替額 555，726 

合計 555，726 

8 その他

事務所等(高尾浄水場第3倉庫3階162.3nf、および駐車場)の賃借料については、下関市上下水道局
から減免許可を受けているので計算書類には計上していない。

12ー



5附属明細書

1基本財産及び特定資産の明細

'"'デー~・， " 
区分 資産の種類 期首帳簿価格 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価格

基本財産
定期預金

10，000，000 。 。10，000，000 
(西中国信用金庫市役所出張所)

定期預金
10，000，000 。 。10，000，000 

(下関農業協同組合本所)

定期預金
10，000，000 。 。10，000，000 

(西京銀行唐戸支応)

定期預金
10，000，000 。 。10，000，000 

(山口銀行本庖営業部)

定期貯金
10，000，000 。 。10，000，000 

ゅうちょ銀行(下関丸山郵便局)

基本財産計 50，000，000 。 。50，000，000 
特定資産 什器備品

自記録水圧計 2，837 。 1，417 

漏水探知機 。 192，510 。 192，5101 
OAシステム 902，150 298，080 294，353 905，877 

事務所付帯設備 102，130 。 26，074 76，056 

車両運搬具

経車両(公益目的事業会計:3台) 2 905，260 。 905，262 
軽車両(収益事業等会計:2台) 701，645 。 233，882 467，763 
特定資産計 1，708，764 1，395，850 555，726 2，548，888 

2.引当金の明細

引当金は設けていない。

-13-



6財産目録

平成27年3月31日現在

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

(流動資産)

現金 手元保管 40，000 
未払金の支払いに充てるもの

預金 普通預金山口銀行本底営業部 1，021，140 

流動資産合計 1，061，140 

(固定資産)

基本財産預金
定西期中預国金信用金庫市役所出張所 10，000，000 

預金
定下期関預農金業協同組合本所 10，000，000 

預金 定期預金 .公は公益益目的目保的事有業財産に使で用ありし、て預い金る利。息
10，000，000 

商京銀行唐戸支庖
預金 定期預金 10，000，000 

山口銀行本庖営業部
預金 定期貯金

10，000，000 

特定資産什器備品
ゅうちょ銀行(下関丸山郵便局)

1，175，863 

自記録水圧計 公益目的保有財産 1，420 

漏水探知機 公益目的保有財産 192，510 

OAシステム一式 各事業及び管理業務に使用してい
905，877 

る共有財産である。

事務所付帯設備 管理目的保有財産 76，056 

車両運搬具
1，373，025 

軽車両5台 公益目的事業会計:3台 905，2621 

収益事業等会計:2台

固定資産合計

資産合計 53，610，028 

(流動負債)

未払金 1，061，140 

諸税 消費税、法人税 722，300 

福利厚生費 社会保険料 319，930 

光熱水料費 水道料金、下水道使用料、ガス料金 13，777 

賃借料 電子複写機 5，133 

|流動負債合計 1，061，140 

IC固定負債)

。

(単位:円)
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(単位.円)

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

固定負債合計 。
負債合計 1，061，140 

正味財産 52，548，888 
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監査報告書

私たち監事は、平成26年4月1日から平成27年3月31日までの事業年度に
ついて、定款第8条及び第26条並びに会計規程第52条及び第53条の規定に基
づき、監査を実施いたしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いた

します。

1 監査の方法及びその内容
各重量事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集に努めるとともに、

理事会その他の重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状況

について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業

務及び財産の状視を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係

る事業報告について検言すいたしました。

さらに、会計帳簿及びζれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計

算書類(貸借対照表及び正味財産増減計算書)及びその附属明細書並びに財産目

録について検討いたしました。

2 監査意見

(1)事業報告等の監査結果

ア事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと

認めます。

イ理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する

事実は認められません。

(2)計算書類及びその附属明細書並びに財産自録の監査結果

計算書類及びそのF付属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状
況をすべての重要な点において適正に示しているものと認めます。

公益財団法人下関市水道サービス公社

理事長 吉村栄治 殿

平成グ年タ月 /6日

公益財団法人下関市水道サービス公社

監事或o今成久子

監事司対ムイ
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